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紫
式
部
市
民
文
化
賞
決
ま
る

　　「紫式部市民文化賞」の第5回の受賞作品が

決まりました。選ばれたのは、児島孝さんの歴

史研究「数奇と呼ぶ日本の文化革命一利休、織

部の死の衷にひそむ意外な史実－」と、美唄清

斗さんの小説「由仁葉は或る日」の２作品。受

賞式は11月19日（日）に文化センターで行われます。

(選考経過と講評は２面に掲載)
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〈
作
品
紹
介
〉

　
お
茶
を
喫
す
る
行
為
を
、
我

が
国
を
代
表
す
る
文
化
に
ま
で

高
め
た
千
利
休
と
、
南
蛮
文
化

を
視
界
に
入
れ
た
新
し
い
価
値

観
に
よ
っ
て
、
独
自
の
世
界
を

創
造
し
た
古
田
織
部
。
筆
者
は

こ
の
二
人
の
死
に
焦
点
蛮
ぞ
、

そ
の
な
ぞ
を
説
き
明
か
す
こ
と

に
よ
り
、
家
元
制
度
に
よ
っ
て

「
習
い
」
（
し
き
た
り
）
を
主
体

と
す
る
今
日
の
茶
の
湯
と
は
違

い
、
「
習
い
」
の
な
い
江
戸
時

代
前
期
の
茶
の
湯
に
は
革
命
の

小説

由仁葉は或る日

　　美唄清斗さん

　
〈
作
品
紹
介
〉

　
第
五
回
鮎
川
哲
也
賞
最
終
候

補
作
に
も
残
っ
た
ミ
ス
テ
リ
ー

小
説
。

　
物
語
は
、
視
覚
障
害
者
た
ち

が
作
っ
て
い
る
文
芸
サ
ー
ク
ル

を
中
心
に
展
開
す
る
。
そ
の
メ

ン
バ
ー
の
ひ
と
り
明
石
薫
は
十

哲
学
が
あ
っ
た
と
い
う
考
え
を

展
開
。
そ
れ
が
当
時
の
生
活
文

化
を
短
期
間
に
変
化
さ
せ
、
今

日
の
日
本
的
生
活
様
式
を
生
み

出
し
た
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
日
の
茶
の
湯
研
究
に
一
市

民
と
し
て
感
じ
た
素
直
な
疑
問

に
対
し
て
、
既
存
の
概
念
や
研

究
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
当
時
の
史
料
を
丹
念
に

読
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
大

胆
に
自
説
を
構
築
し
て
い
く
。

筆
者
の
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、

市
民
に
よ
る
歴
史
研
究
の
醍
醐

歳
の
時
に
事
故
の
た
め
失
明
し
、

現
在
は
病
院
に
勤
務
。
ミ
ス
テ

リ
Ｌ
に
興
味
意
管
、
章
四
Ｔ

プ
ロ
を
操
作
し
て
創
作
す
る
こ

と
に
夢
を
持
っ
て
い
る
。

　
明
石
の
病
院
に
治
療
に
訪
れ

た
苦
瓜
由
仁
葉
（
に
が
う
り

ゆ
に
は
）
と
い
う
若
い
女
性
が

サ
ー
ク
ル
に
加
わ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
こ
に
は
華
や
い
だ
雰
囲

気
が
生
ま
れ
る
。
ま
た
、
新
聞

に
応
募
し
た
明
石
の
「
耳
物
語
」

と
い
う
短
編
小
説
が
入
選
。
そ

ん
な
時
、
ワ
ー
プ
ロ
教
室
の
指

導
者
で
サ
ー
ク
ル
の
一
員
で
も

あ
る
末
畑
淳
一
が
、
何
者
か
に

殺
害
さ
れ
る
。
一
方
、
ミ
ス
テ

リ
ー
の
新
人
賞
に
由
仁
菜
が
当

選
し
て
い
る
が
、
彼
女
の
行
方

が
分
か
ら
な
い
。
末
畑
殺
害
の

犯
人
は
だ
れ
か
？
　
由
仁
葉
に

何
か
起
こ
っ
た
の
か
？
　
事
件

は
意
外
な
方
向
に
進
展
し
て
い

味
で
あ
り
、
か
つ
て
新
聞
記
者

と
し
て
培
っ
た
文
章
力
が
、
自

説
の
説
得
力
を
増
幅
さ
せ
る
の

も
楽
し
い
。
も
ち
ろ
ん
多
く
の

先
行
研
究
に
負
う
と
こ
ろ
が
多

い
に
し
て
も
、
専
門
家
と
は
違

う
市
民
感
覚
を
大
切
に
し
た
作

品
で
す
。

　
作
品
は
原
稿
応
募
の
た
め
、

近
く
小
冊
子
に
ま
と
め
文
化
観

光
課
で
実
費
に
て
配
り
ま
す
。

新
し
い
見
識
に
な
れ
ば
〈
受
賞
の
言
葉
〉

　
茶
の
湯
の
本
を
書
き
、
お
茶

の
ま
ち
宇
治
市
の
賞
を
い
た
だ

い
た
こ
と
に
、
深
い
因
縁
の
よ

う
な
も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
の
小
論
は
、
今
日
で
は
日

本
的
文
化
の
単
な
る
一
部
門
と

理
解
さ
れ
て
い
る
茶
の
湯
が
、

利
休
や
織
部
が
活
躍
し
た
桃
山

時
代
に
日
本
文
化
そ
の
も
の
を

く
・
…

　
作
者
は
四
歳
の
時
に
失
明
し

た
が
、
江
戸
川
乱
歩
や
仁
木
悦

子
の
作
品
に
触
発
さ
れ
、
ミ
ス

テ
リ
ー
小
説
に
没
頭
、
や
が
て

自
ら
創
作
に
手
を
染
め
る
こ
と

に
な
っ
た
と
い
う
。
音
声
ワ
ー

創
造
し
た
こ
と
を
立
証
し
よ
う

と
し
た
も
の
で
す
。
当
時
の
茶

の
湯
は
今
と
は
根
本
的
に
異
な

る
思
想
と
構
造
を
も
っ
て
い
た

も
の
で
す
が
、
そ
れ
が
分
か
ら

な
か
っ
た
の
は
、
当
時
と
同
じ

茶
の
湯
が
今
日
ま
で
連
綿
と
続

い
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
思
い

込
み
が
、
歴
史
の
目
を
く
も
ら

プ
ロ
（
「
愛
」
を
入
力
す
る
と

「
愛
情
の
愛
」
と
音
声
で
確
認

し
て
く
れ
る
）
も
、
小
道
具
と

し
て
登
場
。
ま
た
、
章
ご
と
に

記
述
す
る
人
物
の
視
点
を
変
え

る
手
法
や
文
芸
作
品
に
か
か
わ

る
ト
リ
ッ
ク
も
興
味
深
い
。

喜
び
は
胸
深
く
広
が
る
〈
受
賞
の
言
葉
〉

　
一
年
前
の
ち
ょ
う
ど
今
ご
ろ
、

阜
の
夢
だ
っ
た
自
作
脇
字

化
か
実
現
し
た
喜
び
は
一
入
で

し
た
。
こ
こ
ま
で
漕
ぎ
つ
け
る

過
程
に
は
、
家
族
の
惜
し
み
な

い
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
。

　
音
声
ワ
ー
プ
ロ
を
使
っ
て
原

稿
を
仕
上
げ
た
と
い
う
事
で
、

新
聞
社
な
ど
の
取
材
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
興
奮
も
ま
だ
覚
め

や
ら
ぬ
今
、
思
い
も
か
け
な
い

受
賞
の
お
話
で
し
た
。
意
外
だ

と
い
う
気
持
ち
が
先
に
来
て
、

喜
び
は
ま
だ
実
感
と
し
て
薄
い

の
で
す
が
、
や
が
て
徐
々
に
胸

深
く
広
が
っ
て
く
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
作
品
を
陰
な
が
ら
ご
支

援
か
つ
ご
推
薦
く
だ
さ
っ
た
本

田
幸
子
さ
ん
（
市
視
覚
障
害
者

協
会
会
長
）
、
そ
れ
に
少
な
か
ら

ぬ
応
募
作
品
の
中
か
ら
拙
作
を

取
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
選
考

委
員
諸
氏
に
心
よ
り
感
謝
の
意

を
表
し
て
』
み
ま
せ
ん
。
ど
う

せ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
今
日
で
は
、
歴
史
的
事
実
と

認
め
ら
れ
て
い
る
「
山
城
国
一

揆
」
も
五
十
年
ほ
ど
前
に
あ
る

学
究
が
「
大
乗
院
社
１
　
雑
事
記
」

の
記
載
に
ふ
と
疑
問
を
持
っ
た

こ
と
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　
私
の
小
論
も
多
く
の
人
々
の

検
証
を
経
て
、
日
本
文
化
の
新

し
い
知
見
と
し
て
世
間
に
認
め

ら
れ
る
こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

　
〈
著
者
略
歴
〉
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昭
和
十
年
一
月
、
京
都
市
生

ま
れ
。
広
野
町
宮
谷
在
住
。
新

大
阪
新
聞
社
学
芸
部
記
者
な
ど

を
経
て
、
昭
和
三
十
八
年
か
ら

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
。
近
年
は
企

業
史
（
社
史
）
の
執
筆
編
集
が

多
い
。
最
近
、
生
け
花
の
師
匠

も
始
め
た
。

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
〈
著
者
略
歴
〉

　
本
名
高
野
木
次
さ
ん
。
昭
和

十
八
年
三
月
、
京
都
府
北
桑
田

郡
美
山
町
生
ま
れ
。
小
倉
町
西

浦
在
住
。
昭
和
四
十
二
年
松
田

整
形
外
科
医
院
に
就
職
、
現
在

に
至
る
。
五
十
九
年
日
本
点
字

図
書
館
主
催
の
随
筆
随
想
コ
ン

ク
ー
ル
に
「
親
父
の
独
り
言
」

が
佳
作
に
入
選
。
平
成
二
年
同

コ
ン
ク
ー
ル
に
「
模
型
穏
樋
」

が
最
優
秀
賞
受
賞
。
四
年
東
京

創
元
社
主
催
の
鮎
川
哲
也
賞
の

最
終
候
補
五
編
に
「
殺
人
デ
ュ

エ
ッ
ト
」
が
残
る
。
受
賞
作
品

は
東
京
創
元
社
刊
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、

源氏ろまん'95

第５回紫式部文学賞・市民文化賞受賞式＆記念イベント

　　　　　　　　　よみがえ　　　　　けん　らん
『今

、
蘇る

、
絢爛絵巻』

　
市
、
市
教
育
委
員
会
、
紫

式
部
文
学
賞
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
で
は
、
九
月
か
ら
十

一
月
に
か
け
て
「
源
氏
ろ
ま

ん
幽
を
開
催
。
そ
の
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
紫
式

部
文
学
賞
・
市
民
文
化
賞
」

受
賞
式
と
記
念
イ
ベ
’
ン
ト
の

入
場
者
を
、
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

　
歌
舞
伎
の
坂
東
玉
三
郎
さ

ん
が
華
や
か
な
宮
廷
内
の
恋

模
様
の
裏
に
渦
巻
く
情
念
の

世
界
を
、
舞
で
上
演
。
後
半

は
「
葵
の
上
」
を
テ
ー
マ
に

吾
妻
徳
弼
さ
ん
（
日
本
舞
踊

家
）
、
葛
西
聖
司
さ
ん
（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
に
よ

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
展
開
し

ま
す
。
な
お
、
受
賞
式
と
記

念
イ
ベ
ン
ト
は
引
き
続
い
て

開
催
し
ま
す
の
で
、
一
方
だ

―地唄舞｢葵の上｣に見る情念の世界―

入場者募集

坂東玉三郎さん11月9日（日）文化セ

ンター

け
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
と
き
…
‥
Ｈ
月
1
9
日
向
、
午

後
２
時
～
４
時
（
開
場
１
時

半
）

◇
と
こ
ろ
…
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

◇
募
集
人
数
・
・
1
0
0
0
人

◇
応
募
方
法
・
：
は
が
既
に

『
受
賞
式
入
場
希
望
』
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
1
0
月

1
5
日
剛
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
市
役
所
文
化
観
光
課
（
宇

治
琵
琶
3
3
）
へ
（
Ｌ
枚
に
１

人
だ
け
記
入
）
。
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。
入

場
券
は
1
0
月
末
ま
で
に
当
選

者
に
郵
送
し
ま
す

◇
問
い
合
わ
せ
…
文
化
観
光

課
（
a
2
2
・
３
１
４
Ｌ
内
線

ｏ
ａ
ｃ
Ｍ
ｃ
＜
ｉ
ｃ
ｏ
）
°

再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

537

１
受
賞
の
二
作
品

〈
著
者
略
歴
〉

〈
著
者
略
歴
〉

歴史研究
数
奇
と
呼
ぶ
日
本
の
文
化
革
命

～
利
休
、
織
部
の
死
の
裏
に
ひ
そ
む
意
外
な
史
実
～

　
児
島
孝
さ
ん
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さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

十
月
十
日
の
体
育
の
日
に
は
、
太
陽
が
丘
で
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ま

つ
り
・
太
陽
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ニ
バ
ル
・
宇
治
市
高
齢
者
エ
イ

ジ
レ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
気
軽
に
参
加
で

き
る
ゲ
ー
ム
感
覚
の
ス
ポ
ー
ツ
も
あ
り
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
　
市
民
体
育
課
（
内
線
2
6
2
2
）

　
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
普
及
し
た
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
は
２

組
の
チ
ー
ム
で
対
戦
。
ト
リ
プ
ル
ス

（
三
対
三
）
、
ダ
ブ
ル
ス
（
二
対
二
）
。

シ
ン
グ
ル
ス
（
一
対
一
）
で
通
常
行

わ
れ
ま
す
。
ビ
ュ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る

小
さ
な
目
標
球
に
金
属
製
の
ボ
ー
ル

を
投
げ
合
い
、
ビ
ュ
ッ
ト
に
ボ
ー
ル

を
近
付
け
て
得
点
を
争
い
ま
す
。
一

見
単
純
そ
う
で
す
が
、
高
度
な
テ
ク

ニ
ッ
ク
と
戦
略
を
必
要
と
す
る
奥
深

さ
が
あ
り
ま
す
。

　２つのチーム（1チーム４人）がバド

ミントンと同じコートを利用して、ネッ

ト越しにボールを打ち合うスポーツ。バ

レーボールと比べると、ボールも大きく

柔らかいので、とても打ちやすくなって

います。また、ルールも簡単で、だれで

もすぐにゲームを楽しめます。

体力診断（大人･こどもコース）

100m世界記録に挑戦･家族リレー

トランポリン･体力相談コーナー

ヘルスパイオニアタウン健康相談コーナー

骨量測定コーナー

< Ｎ

10月10日（祝）午前10時

　太陽が丘陸上競技場に

　　　　　　　　全員集合

★参加者全員によsふ備体操。

★各会場は、午前10時半から開始します。

★運動靴でご参加ください。また、体育館での参

　加は、上靴を用意してください。

★医師･歯科医師等による健康相談コーナーも設け 城陽側入口

※参加（受付）時間に制限のある種目

　ています。

★骨量測定コーナーも新設しています。

　　先着100人（雨天時は医療センターで）

　　　　　　　　　　　づ

紫式部

市民文化賞

選考経過と

　作品の講評

　
　
「
紫
式
部
市
民
文
化
賞
」
は

市
民
に
よ
る
文
学
作
品
、
研
究

作
品
を
対
象
に
、
平
成
二
年
、

本
市
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
と

し
て
「
紫
式
部
文
学
賞
」
と
共

に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
最
高
齢
は
八
十
一

歳
、
最
年
少
は
十
六
歳
と
幅
広

い
年
代
の
人
た
ち
か
ら
、
三
十

七
編
（
前
回
は
四
十
四
編
）
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
市
民
文

化
賞
も
五
回
目
と
な
り
、
応
募

数
や
内
容
か
ら
見
て
、
市
民
の

間
に
定
着
し
て
き
た
志
つ
で
す
。

応
募
作
品
は
第
｝
次
選
考
で
九

編
に
絞
り
込
み
、
そ
の
中
か
ら

九
月
十
一
日
の
第
二
次
選
考
委

員
会
で
、
こ
の
二
編
を
全
員
一

致
で
受
賞
作
品
に
決
定
し
ま
し

た
。

　
受
賞
作
品
に
対
し
、
宮
城
宏

選
考
委
員
長
は
、
「
『
数
奇
と
呼

ぶ
日
本
の
文
化
革
命
Ｉ
利
休
、

織
部
の
死
の
裏
に
ひ
そ
む
意
外

な
史
実
Ｉ
』
は
、
い
わ
ゆ
る
研

究
者
や
学
者
の
世
界
か
ら
で
は

な
く
、
市
民
の
立
場
か
ら
楽
し

ん
で
書
け
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、

こ
う
し
た
研
究
作
品
の
一
つ
の

大
き
な
意
義
か
お
る
。
な
ぞ
が

「市民の立場」に意義が

「数奇と呼ぶ日本の文化革命」

感性をはぐくんできた努力に

　　　　「由仁葉は或る日」

あ
る
と
い
わ
れ
る
利
休
の
死
に

比
べ
、
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い

織
部
の
死
に
つ
い
て
焦
点
を
当

て
て
い
る
点
が
お
む
し
ろ
い
。

　
　
『
由
仁
葉
は
或
る
日
』
は
、

失
明
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
う
い
う
ミ
ス
テ
リ
ー

を
書
き
上
げ
る
と
い
う
こ
と
自

体
、
称
賛
に
値
す
る
こ
と
。
活

字
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な
い

世
界
に
い
て
、
音
声
ワ
ー
プ
ロ

を
使
い
こ
な
し
こ
れ
だ
け
の
小

説
を
書
く
と
い
う
の
は
、
並
々

な
ら
ぬ
努
力
が
あ
っ
た
は
ず
。

ま
た
同
時
に
、
目
が
見
え
な
い

こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
非
常
に
鋭

い
感
性
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

そ
の
感
性
を
こ
こ
ま
で
は
ぐ
く

ん
で
き
た
努
力
を
た
た
え
た
い
。

大
変
お
む
し
ろ
い
作
品
で
、
私

に
は
最
後
ま
で
犯
人
が
分
か
ら

な
か
っ
た
。

　
二
つ
の
受
賞
作
品
は
そ
れ
ぞ

れ
角
度
は
違
う
が
、
こ
う
い
っ

た
も
の
を
書
く
こ
と
が
で
き
る

方
が
市
内
に
お
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
を
発
見
し
て
非
常
に
喜
ば

し
い
」
と
評
し
ま
し
た
。

　
｛
選
考
委
員
｝

　
　
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

　
木
股
知
史
（
甲
南
大
学
助
教

授
）
、
塩
見
啓
子
（
歌
人
）
、
鈴

木
貞
美
（
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
助
教
授
）
、
坪
内
稔

典
（
京
都
教
育
大
学
教
授
）
、

水
川
喜
夫
（
神
戸
女
子
大
学
瀬

戸
短
期
大
学
教
授
）
、
宮
城
宏

（
甲
南
女
子
大
学
学
長
）
、
山
路

興
造
（
京
都
市
歴
史
資
料
館
館

長
）

届
き
ま
し
た
か
、
調
査
票

　
十
月
一
日
面
は
国
勢
調
査

の
日
。

　
調
査
票
が
お
手
元
に
届
き

ま
し
た
ら
、
「
調
査
票
の
記

入
の
し
か
た
」
を
ご
覧
の
う

え
、
一
緒
に
住
ん
で
い
る
人

に
つ
い
て
、
も
れ
な
く
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

　
十
月
八
日
間
ま
で
に
調
査

員
が
受
け
取
り
に
伺
い
ま
す
。

　
調
査
票
は
、
そ
の
ま
ま
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
内
容
を
読

み
取
り
ま
す
の
で
、
黒
の
鉛

筆
で
ご
記
入
い
た
だ
き
、
折
っ

た
り
、
曲
げ
た
り
、
汚
し
た

り
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。
調
査
票
が
ま
だ
届
い

て
い
な
い
人
は
、
至
急
企
画

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

10月１日(日)は

国勢調査の日です

問
い
合
わ
せ

企
画
課
（
内
線
2
0
8
3
一

＠国勢調査
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ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う

第2競技場

こんなスポーツ知っています

か

ソフトバレーボール

ペ
タ
ン
ク

第13回市民スポーツまつり・太陽が丘スポーツ

カーニバル

第5回宇治高齢者エイジレスフェスティバル
第5回高齢者エイジレスフェスティバル

陸上競技場

ゲートボール

グラウンドゴルフ

※雨天中止
一陸上競技場前－

食生活相談コーナー

展示・（すこやか健康食）

一一体‘・育～館こ　

ラージボール卓球・

　バドミントン

　ソフトバレーボニル．

　インディアカ

－球技場A一一　

ペタンク・フリスビー

ダプリ・ン・フリーテニス　

ターゲットバードゴルフ

－ファミリー広場－　

オリエンテーリング受付

－テニスコート　

テニス．（硬式）

　ソフトテニス

－ト第2野球場－

バッティングマシンに挑戦　　

（中学生以上対象）

－第3・4野球場－スピードガン測定

連投力測定十上

バ・；／Tィングマシンに挑戦　　　　　（小学生対象）

一球技場Ｂ－　

レクリエーショングーム　

パラバルン・クラフト　

フォークダンス・輪投げ

宇治側入口

・体力診断（10時半～14時）

・家族リレー（12時半～13時）

・100m走世界記録に挑戦（10時半・12時・14時）・オリエンテーリング（10時半～13時）

・健康・食生活相談（10時半～14時）

・骨量測定は定員になり次第受付終了
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スポーツ

■女性ジャズ体操教室

　[＞10月13日出～31日図の火・金

曜、午前10時～正午、黄槃体育館

[＞対象…女性、先着30人　回市民

体育課(内線2621)へ電話で。

■市民バドミントン教室

　[>10月12日附～30日(月)の月・木

曜、午後７時～9時、黄槃体育館

[〉対象…中高年齢者(初心者)、

先着30人　圃市民体育課(内線26

21)へ電話で。

■市民卓球教室

　[〉10月12日困～30日(月)の月・木

曜、午後7時～9時、黄聚体育館

[〉対象…中高年齢者(初心者)、

先着30人　圃市民体育課(内線26

21)へ電話で。

催し

■子供手づくり文化祭

　　〈展示・クラフト・茶席〉[>10

月８日(日)午前10時~午後４時、中

央公民館[〉内容…○茶席＝文化セ

ンターで(～午後３時)○展示＝

夏休みの工作○クラフト＝砂絵の

壁掛けや飛び出す絵本、軍手のね

こ作り　巨文化観光課(内J叙223)。

■特別展記念講演会

　t＞10月８日(日)午後２時～、文化

センター小ホール[＞テーマ…｢宇

治橋架橋の謎にせまる｣＝京都教

育大学教授・和田草さん　回歴史

資料館(a20-1311)。

募集

■自衛官

　[〉募集種目・資格・受け付け期

間…○防衛大学校、防衛医科大学

校学生＝高卒(見込み可)、21歳

未満の男女。 10月16日までに　○

医科歯科幹部＝医師・歯科医師の

免許取得者。 10月23日～11月13日

に　○看護学生＝高卒(見込み可)、

22歳未満の女子。10月20日までに

　○婦人自衛官(看護)＝免許取

得者は36歳未満の女子、取得見込

み者は33歳未満の女子。 10月23日

～11月13日に　囲宇治募集事務所

(昔44-7139)か市役所企画管理部

総務課(内線2052)。

こんな症状に要注意

・乳頭から分泌物が出る

・かたいしこりがある

・乳頭やその周辺がた

　だれる

・乳頭がひきつれたり、

　はれた部分が赤みを

　帯びる

較
的
発
見
し
や
す
い
が
ん
な
の

で
す
。
年
に
一
回
は
検
診
を
受

け
、
’
自
分
で
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る

な
ど
し
て
早
期
発
見
す
れ
ば
治

る
率
が
高
い
の
で
す
。
ぜ
ひ
乳

が
ん
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
胃
・
大
腸
・
子

宮
が
ん
検
診
も
実
施
中
で
す
。

検
診
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
問
い
合
わ
せ
は
健
康
医
療

課
（
内
線
2
3
3
3
）
へ
。

宇
iininiiiriitMi

治市政だより 1995年（平成７年） 10月１日発行 第1075号

　改正

　宇治市勤労者住宅融資制度の貸

し付け利率が、10月から年利4.01

％から3.78％に改正されました。

この制度は市内在住のサラリーマ

ンの皆さんに、住宅の新築・購入

（中古住宅・マンションを含む）、

増改築・修繕の資金を低利・長期

に融資するものです。［〉融資対象

者…市内に住民（外国人）登録が

あり、今後も市内に居住するサラ

リーマンm続年数、収入、年齢

の要件あり）C〉融資限度額…新築・

購入＝700万円、増改築・修繕＝

500万円［〉償還期間…無担保（融

資額150万円まで）＝最長10年、

有担保（同160万以上）＝最長20

万円C〉債務保証＝保証機関による

保証（共有名義者と収入合算者は

連帯保証人となります）C〉申込期

限…毎月第２金曜。　回商工課

（内線2219）。

■赤い羽根共同募金運動にご協力を

　10月１日から12月31日まで「ひ

とりひとりの優しさは社会の資産

です」をス［］一ガンに「赤い羽根

共同募金運動」が全国一斉に展開

されます。町内会・自治会の皆様

をはじめ、市民の皆様のご支援と

ご協力をお願いします。

　回京都府共同募金会宇治地区支

会（総合福祉会館内包22-5650）。

10月１日は

　　『国際音楽の日』

音楽を通じた

国際相互理解

を進めましょ

つＯ

謬
回文化観光課(内線2223)

満1歳にな

りました

％

　　森本　翼くん

H6.9.17c ／小倉町南堀池

　優しくて強い元気な

　男の子になってね

　　６年10月生まれのお子さん。９

　　日興までに広報is(内SS2070)へ

円
・
８
千
円

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
３
㎡
墓
所
＝
２
４
１
区
画
・

7
5
万
円
・
６
千
円

○
４
㎡
墓
所
＝
7
5
区
画
・
百
万

5
0
万
円
・
４
千
円

■同和問題を考える市民講座

　[〉10月３日固午後７時～、広野

公民館!＞内容…｢市民的権利か、

基本的人権か？｣＝京都文教短期

大学副学長・後藤晨次さん　回同

和対策室(内線2221)。

■糖尿病教室

　[＞10月24日(火)・31日脚・11月10

日出の午後１時~3時半、11月17

日(恕午前lo時～午後２時の４回。

宇治保健所[＞内容…糖尿病につい

ての話やバランス食の実習や試食

など　圃同所(S21-2191)。先着

40人。４回目の昼食は個人負担。

■おとしよりの健康管理講座

　[〉10月19日俐、26日困の午後１

時半～４時、城陽市福祉センター

(城陽市役所隣)回18日出まで

に宇治保健所(S21-2191)。

公民館・青少年センター

■宇治公民(昔21-2804)、木幡

公民館032-8290)

　　く米消費拡大事業｢お米を使っ

た料理教室｣〉t＞10月12日俐＝宇

治公民館、13日倒=木幡公民館。

ともに午前９時半～午後2時＞内

容…講演｢骨を丈夫にしよう｣と

調理実習＝市管理栄養士と若葉の

会E〉持ち物…エプロン・三角きん・

ふきん・筆記用具[12日(月)から

希望の公民館へ。各先着25人。

■小倉公民館(322-4687)

　　く米消費拡大事業｢夏バテ快復

と骨を丈夫にする料理｣〉[＞10月

５日出午前lo時～午後２時E〉指導…

市民スタッフ会議と若葉の会[〉持

ち物…エプロン・三角きん・ふき

ん・筆記用具[1]2日(月)から同館。

各先着25人

■宇治公民館(021-2804)

　　〈家庭教育学級〉家庭教育の意

義と役割を再認識してもらうもの。

[＞10月19日出～12月７日俐の午前

10時~正午、宇治公民館!＞対象…

市内在住の小学校低学年の児童を

持つ親。先着30人。[＞保育…２歳

以上の幼児20人(子供１人につき

おやつ代500円)[〉費用‥･500円

(料理実習材料代)圃同館。

10/19俐
成長におけるスポーツの

在り方について

10/26團 子供の病気と手当て

11/2困 今時の子供の性のとらえ方

11/9俐 心を育てる家庭教育

11/16困
調理実習

(この日だけ午前9時半~正午)

11/30困
学校における青少年の現状と

いじめの構造を考える

12/7 團
学校五日制を生かした

家庭教育の在り方

・大久保青少年センター(S44-

　7447)

　[弓親子のびのび教室とスポーツ

広場は同センターへ10月２日圓か

ら。ほかは当日直接会場へ。

　　〈親子のぴのび教室〉①②とも

対象は2～4歳児と保護者　①

｢いも掘り｣10月５日附午前９時

～午後２時、バスで西笠取へ[＞先

着親子35組E〉450円(いも代)

②｢ねんどで遊ぼう｣10月12日困

午前10時～正午[＞先着親子30組[＞

100円(おやつ代)。　　くチャレン

ジ広場〉[＞10月14日出午前９時～

正午[〉内容…○体操教室(～10時、

○折り紙教室｢動物の指人形を作

る｣○‐輪車とバドミントン[〉対

象…小学生以上。　<スポーツ広場

｢バドミントンを楽しもう｣〉[＞10

月29日(日)午前10時~正午[〉対象…

小学生(保護者も可)、先着30人。

　　〈おはなし会〉[＞10月11日出、

25日出の午i友3時半～４時[〉対象…

幼児から小学校低学年C〉内容…読

み聞かせ、紙芝居。

お知らせ

■所得証明の申請には印鑑を忘れ

　ずに

　住民税課税(非課税)証明書の

申請には、使用目的・提出先・必

要とする年度などを記入していた

だくほか本人の印鑑が必要です。

代理人が申請するときは、本人の

委任状と代理人の印鑑が必要です。

また、申告書や給与支払い報告書

が提出されていない場合や前年中

に所得がなく未申告の場合は、申

告をしていただいてから証明書を

発行することになります。税に関

する手続きは大切なもの。できる

だけ本人が手続きしましょう。

囲市民税課(内線2120)。

■公証相談所

　公証制度は国の機関として公証

人が契約や遺言に関して証書を作

成し、文書の証明力を高め、当事

者間の紛争を未然に防ごうという

もの。日本公証人連合会では10月

１日から７日までを公証週間と定

め、公証相談所を開設します。[＞

10月５日困午前10時～午後３時、

宇治公民館　回京都地方法務局宇

治支局(S24-4122)。

■不動産無料相談会

　平成フ年京都府地価調査結果の

公表に基づくものです。[＞10月６

日出午前10時～午後４時、京都商

工会議所ビル第３会議室(京都市

中京区烏丸通丸太町下ル)[M担

日本不動産鑑定協会近畿会京都部

会(昔075-211-7662)。

■勤労者住宅融資の貸し付け利率

◇
資
格
・
条
件

　
宇
治
市
に
住
民
登
録
か
外
国

人
登
録
が
あ
り
、
市
内
に
在
住

す
る
人
（
す
で
に
天
ケ
瀬
墓
地

公
園
を
使
用
し
て
い
る
世
帯
の

人
は
除
く
）
で
、
使
用
許
可
後

五
年
以
内
に
墓
石
を
建
立
す
る

こ
と
が
で
き
る
人
。

◇
募
集
区
画
数
・
使
用
料
・
年

　
間
管
理
料

○
２
㎡
墓
所
1
3
6
3
区
画
・

　天ケ瀬墓地公園

第５期墓所使用者募集

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
し

1
0
月
１
日
剛
～
1
4
日
出
（
当
日

消
印
有
効
）
に
天
ケ
瀬
墓
地
公

園
管
理
事
務
所
（
宇
治
金
井
戸

７
の
4
4
、
昔
2
0
・
5
9
5
8
）

へ
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
は
ト
世
帯
１
区

画
に
限
る
。
申
込
用
紙
は
同
事

務
所
、
東
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
木
幡
・
椛
島
・
西

小
倉
・
南
宇
治
行
政
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
、
市
役
所
環
境
保
全

課
に
あ
り
ま
す
。

◇
使
用
者
・
区
画
の
決
定

　
1
0
月
1
8
日
㈹
午
前
９
時
半
～

管
理
事
務
所
で
公
開
抽
選
に
よ

り
決
定
。
結
果
は
応
募
者
全
員

に
通
知
す
る
ほ
か
、
1
0
月
ｃ
:
　
　
日

吻
ま
で
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に

掲
示
し
ま
す
。

◇
現
地
説
明
会

　
1
0
月
７
日
出
・
８
日
間
午
後

２
時
～
４
時
に
開
催
。

市役所　〒611宇治琵琶33

･ここｙこｙjΣここ'７こご.‾ごし:ぷ.ここ;７ここ.ここ‥-.ここここ≒≒ここ．

酋22－3141

..･｀-.一に.ご二･う'-にこにこニヱ
圃は問い膏わせ・画は申し込みふ １
費用の柘丿后ヽ)5:C^^も・よ無料ぞto
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講座・教室

■日曜英会話教室

　[＞10月22日(日)午前９時半～午後

４時(昼休み１時間)I〉対象…18

歳以上の市内在住在勤の人で全く

の初心者。C〉費用…500円[蔀主

復はがきに住所・氏名・年齢・性

別・電話番号・職業・応募の動機、

｢英会話希望｣、英会話経験の有無

を書き生涯学習センター(宇治琵

琶45-14)へ10月16日出までに(必

着)。　１人１枚。定員30人(応募

多数は抽選)。　回同センター

(S22-0220)。

■日曜コンピューター教室

　C〉10月22日(日)午前９時半～午後

４時(昼休み１時間)I〉対象…18

歳以上の市内在住在勤の人で全く

の初心者。E＞費用…500円　圃往

復はがきに住所・氏名・年齢・性

別・電話番号・職業・応募の動機、

｢コンピュータ教室希望よコンピュー

タ経験の有無を書き生涯学習セン

ター(宇治琵琶45-14)へ10月16日

(勿までに(必着)。　１人１枚。定員

18人(応募多数は抽選)。　囲同

センター(a22-0220)。

■視覚障害者文化講座『いきいき

　トーク』

　〈耳よりな情報から学ぶ〉E〉10

月15日(日)午後１時半～午後３時、

宇治公民館[＞内容…食文化研究家・

黒田千章さんのお薦めのお店紹介

など[＞対象…市内在住で視覚に障

害のある人とその介護者、先着50

人　[5]6日圈までに社会教育課

(内線2616)。

■中国語・英語語学講座

　[＞10月18日出～８年２月28日出

の毎週水曜午後７時～８時半、生

涯学習センターC〉対象…市内在住･

在勤の社会人じ＞内容…初歩クラス

[＞会員8000円、一般１万円　圃ii

日困までに国際親善協会事務局

(秘書課内・内線2059)。定員各20

人(応募多数は抽選)。

■城南地域職業訓練センターの講座

　　〈パソコン桐中級Ver. 5〉>

11月５日~12月10日の日曜、午前

９時半～正午C〉9000円　回同セン

ター(容46-0688)。

千
人
の
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

こ
の
乳
が
ん
の
患
者
は
こ
の
二

十
年
で
二
倍
に
増
え
て
お
り
、

今
後
も
そ
の
数
は
増
え
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
む
や
み
に
恐
れ
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
乳
が
ん
は

体
の
表
面
近
く
に
発
生
す
る
比

　
日
本
で
は
毎
年
約
二
万
人
の

人
が
乳
が
ん
に
か
か
り
、
約
六

10月の乳がん検診

　3吠）5Ⅲ　em

　12困　13吻　16t月）

　17（火）19湘　20吻

　23C月) 24吠）26團

　27吻　30C月）31 吠
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乳
が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
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宇治市政だより

■社会保険相談所　18日困＝宇治公民館、

　午後１時半～4時。年金・健康保険な

　ど。[固国民年金課容内線2309．

■京都府交通事故相談　４日出･18日出、

　午前９時～午後４時、京都府宇治地方

　振興局。囲同振興局a21

－2049．

■暴力にかかわる困りごと相談　２日(月)、

　午前９時～午後４時、京都府宇治地方

　振興局。電話での相談も可。回京都府

　暴力追放運動推准センタ　登W75

451

　8930．
　市、社会福祉協議会では、こ

のほかにも各種相談事業を実施

しています。詳しくは７年度版

「市民カレンダーと手びき」をご

覧ください。

1995年（平成７年）10月１日発行（4）

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiriiiiiiiiiiniiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiit

「黄落」佐江衆一著／新潮社

　年老いた両親を引き取

ってからの壮絶な介護の

12年。自分たちが還暦を］

過ぎてなお、高齢の父母

の介護をする息子夫婦の

逃げ場のない暮らしと苦

悩をリアルに描き､､高齢

化社会を迎えだれもが直

面する現実を伝える長編

小説。

　　「誠は天の道なり」童門冬二著／講談社

　農民の子に生まれたが、松山藩の家老にま

でなった山田方谷。目の前の利にとらわれず

義を明らかにし、誠を貫く事で悪弊を絶ち、

人心をつかみ、藩政改革に成功した男の生涯。

　　「ハインズ博士「超科学」をきる」テレン

ス・ハインズ著／井山弘幸訳／化学同人

　心理学者である著者が心霊術、予知夢、Ｕ

ＦＯなどオカルトや超常現象の文献を調べ、

科学に見せかけた手口で人々を惑わす「ニセ

科学」の実態をあばいた一冊。

　　「おばあちゃん泣いて笑ってシャッターを

きる一戦争とダムにうばわれた70年の人生」

　楠山忠之著／増山たづ子写真協力／ポプラ

社

　61歳の「カメラばあちゃん」こと増山たづ

子さんが初めてカメラを手にしたのは、故郷

の徳山村がダム建設のために水底に沈むこと

になった時です。そして、その写真に強くひ

かれた著者が、おばあちゃんの半生を豊富な

写真と共にまとめた本。

「月とサーカス」遠山繁年著／講談社

　流れ星がぶつかって、

２つに割れ半分が空か

ら落ちてしまったお月

さま。サーカスの人た

ちの協力で無事に空に

帰れるでしょうか。の

びのびとした線と美し

い色彩の版画でユーモ

ラスに描いた絵本。

26
日
團

25
日
團

24
日
叫

20
日
街

19
日
困

18
日
伽

17
日吹）

13
日
吻

12
日
困

11
日
困

６
日
廊

５
日
附

４
日
哨

３
日
脚
日

竣

島

棋

島

平

盛

万大
久
保

霖

田

広

野
開
緑
ヶ
原
明
星町

妾

川

－
－－
室

戸

遊

田
南
陵町

吹

前
南2;
ｌ 木
幡

岡

屋

福

角

平
尾台
御
苗
六
地
蔵

地

区

14

00
S
15

30

13

30
S
14

20

14

40
5
15

50

13

30
S
14

20

10

00
S
11

00

13

30
S
15

30

15

00
S
16

00

13

30
S
14

30

13

30
S
15

00

14

20
S
15

20

13

30

　S14
●･00

10

00
S
11

00

14

00
5
15

30

10

00
S
11

00

14

30
5
16

00

10

00
S
11

10

13

30
　S
15

30

13

30
S
15

30

14

50
5
15

40

13

30
　S
14

20

14

●●40

S

15

50

14

20
S
15

50

13

30
S
14

00

駐
車
時
間

北
槙
島
小

学
校

八南

リ

とi

平

盛

小

学

校

西
大
久
保
小
学
校

旦

椋
公
会

堂
前

伊
勢
田
小

学
校

大
久
保
小

学
校

昆ツ
パＬ
素

緑
ヶ
原
蔭
田
緑
地

汚
水
処
理
場

横

窪

川ズ

輦

場

要

一－一胃

団
祷

西
小
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北
門

南

陵
第
一
一
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童
公
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横
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小

学

校

南
小

倉
小

学
校

北
小
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小

学
校

木
幡
公
民
館

前

岡

屋

小

学

校

五

ケ
庄
福
角

市
営

住
宅

麗

藁
一饗
盆

御
蔵
山
小

学
校

六
地
蔵
公
会
堂前

駐

車
場
所

11日伽･25日南

　　４日國

　　　　　　　いずれも午後３時半～４時

３歳以上の子供。読み聞かせ、紙芝居ほか

21日出

25日南

　　　　　　　　　いずれも午後3時半～4時

子供から大人まで。主にストーリーテリング

540

●16日囲、午前10時～正午と午後i 時～

　３時半、サティ大久保店。

●26日俐、午前10時～正午と午後１時～

　３時半、㈱西友宇治店。

飼えなくなった犬・猫

●毎週月曜．午前９時~10時半、宇治保

　健所○　　・

相談あんない

■宇治こころの電話　午前９時～午後

　５時（土･日･祝日を除く）。青少年問

　題の悩みなどお気軽に。 a24－0800．

■青少年相談　13日出､午後１時～4時、

　宇治公民館。

■法律相談　毎週木曜、午後１時半～３

　時半、総合福祉会館。定員は１回につ

　き先着10人。社会福祉協議会昔23－08

　57へ電話予約を。受け付け順に相談日・

　時間を決めます。

　
忙
し
い
か
ら
、
面
倒
だ
か
ら
と
い
っ

て
外
食
や
調
理
済
み
食
品
な
ど
に
頼
り

き
っ
て
い
る
と
、
糖
分
や
脂
質
の
取
り

過
ぎ
に
な
り
、
高
脂
血
症
、
肥
満
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
幼
児
期
か
ら
の
肥
満

が
、
学
童
期
、
思
春
期
、
成
人
期
へ
の

肥
満
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
高
血
圧
、

心
臓
病
、
糖
尿
病
な
ど
の
成
人
病
を
起

こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。
そ
の
予
防
の

た
め
に
、
次
の
よ
う
な
食
事
の
工
夫
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
①
肉
は
網
焼
き
に
し
て
脂
を
落
と
す
。

　
②
献
立
に
魚
、
大
豆
及
び
大
豆
製
品

食
事
の
ひ
と
工
夫

　
こ
れ
ら
の

こ
と
を
実
践

し
、
あ
な
た

の
健
康
を
守

り
ま
し
ょ
’
つ
Ｏ

　
　
を
多
く
取
り
入
れ
る
。

　
③
わ
か
め
、
ひ
じ
き
、
焼
き
海
苔
な

　
　
ど
の
海
草
類
を
取
り
入
れ
る
。

　
④
野
菜
を
毎
食
し
っ
か
り
献
立
に
取

　
　
り
入
れ
る
。

　
ま
た
、
塩
分
も
取
り
過
ぎ
て
い
ま
す
。

塩
か
ら
い
食
事
に
舌
が
慣
れ
る
の
を
防

ぐ
に
は
子
供
の
時
か
ら
塩
味
の
薄
い
食

事
に
慣
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の

他
に
、
塩
分
を
減
ら
す
工
夫
と
し
て

　
①
か
け
醤
油
の
習
慣
は
や
め
て
、
か

　
　
け
る
時
は
味
を
見
て
か
ら
控
え
目

　
　
に
。

　
②
め
ん
類
の
汁
は
残
す
よ
う
に
。

　
③
塩
鮭
、
佃
煮
、
た
ら
こ
な
ど
の
塩
か

　
　
ら
い
食
品
や
漬
物
類
は
控
え
目
に

し
ま
し
ょ
う
。

健
康
め
も

保健・衛生・相

談

図書

館

　

あんな

こんな

本

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

おはな

し会

■中　央

■東宇治

■中　央

■東宇治

おはなしたま

てばこ

10月の

し尿収集

日程

｜　巾頌緬頌穣伍加縦僕識頑総㈱回皿

　　｜　索娘I御郵I厠砥鈴演友:徐伯㈲I添匍能千

　　　10/20　1半白、東内、又振、山田、紅斎、志津川

BI　10/2 ・ 24 1 乙方、山本、蔭山

　　　　　　　１戸ノ内、矢落(J R以北)、若森(J R以北)、

、　　　　　　ｌ丸山、一里山(府道以南)、桐生谷(jR以西)、

ﾋI 10/6 ゛30 l東裏(J R以西と府道以南)、田原、旦椋、

　　　　　　　｜井ノ尻、北ノ山、西裏

　　　　　　　１蛇塚､石塚(心華寺通り以西)､寺山(j R以西)、

　　10/9 ・ 31ヽI茶屋裏、久保(J R以西)、上ノ山、山ノ内、

　　　　　　　｜大竹、南ノロ、平盛

　　　　　　　１弐番(府道以北)、池森､米阪､樋ノ尻、

　　　　　　　１里尻(JR以北)、小桜､石塚(心華寺通り以東)、

割
lO/II｀I/l]宮北一部ヽ寺山(jR以東)ヽ宮谷ヽ

゜　　　　　　１尖山一部(4番地)、中島、久保(J R以東)

)、　　　　　ｉ一里山(府道以北)、桐生谷(J R以東)、
　10/12ヽ1/2J東裏(j R以東の府道以北)、開町

　10/13､11/61宮東、宮西、宮北

　　　　　　　卜大谷、野神一部、小根尾、大開、
　10/16｀1/71尖山一部(2番地・６番地)

　　　　　　　｜　　　　　　　１野神､大谷一部(上権現町を含む)、琵琶､弐番

　　　10/17　i (府道以南)、矢落(JR以南)､若森(j R以南)、

為、　　　　　｜金井戸、白川

　　　　　　　｜下居、善法、壱番、妙楽、蓮華、塔川、
　　　10/18　1里尻(JR以南)、字文字

　¶■．■･　「､」､｀　　｀･､ゝ『･?《　･･･呪　rr･1r　「………UI=|　ﾌJ＼倉丿伊勢田;横島･羽拍子や安田丿………=………

10/19
南浦(30～33、80～98、100～110)、大京団地、

蓮池

10/20 山際

10/23
寺内､久保､老ノ木(府道以北)、天王(府道以北)、

西浦

10/2・24
老ノ木(府道以南)、天王(府道以南)、東山、
西山(府道以東)、中畑、西畑

10/3・25 南堀池(本通り以北･以南､大和32～36)、堀池

10/4・26

南堀池(田中､大和､大和一部西２号通り以北)、
南遊田、遊田、砂田、毛語一部、中ノ荒、井尻、

中ノ田、浮面、名木、安田町

10/5・27 中山(近鉄以西)、毛語、若林、南山、ウトロ

10/6・30

神楽田(山中含む)、西山(府道以西)、中央台、

北山Ａ･Ｂ･Ｃ･Ｄ団地、毛語(府道以北)、

若林一部

10/9・31 中山(近鉄以東)、大谷、羽拍子町

10/12､11/2

春日森、－ノ坪、島前、大町、

石橋(大川原線以西)、中川原(大川原線以西)、

大川原、東目川、西目川

10/13､11/6 南落合(Ｏの通り～13の通り)

10/16､11/7
薗場(大川原線以北)、大幡､北内、門口、幡貫、

郡、石橋(大川原線以東)、吹前(市営住宅)

10/17

中川原(大川原線以東)、吹前(市営住宅除く)、

十一(大川原線以東・国道以東)、
十六(国道以東)、十八(国道以東)

10/18 南浦、西浦一部、神楽田一部(近鉄以西)

※収集漏れは収集口側から確認し、翌日（土・日・祝日

　を除く）に同組合へ。
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